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新しい「知」をとらえる教員研修  

京都穴子高等教育須玉うステム「昔‖亡センター教授 藤 岡  l±コ  ニム フ1＝ ／口  

、．√   

今Rのテ校数育のテーては「ひらかれたテ校ト：二象徴  

されるノ「開く」の対極は「閉㌢す」であるが，閉ざす  

とは碩維な統合的仝休との関係を断ち切って部分こ二眼宣  

すること，棲雑な規実を捨象して中細化して叛うという  

ことである これまでチ校が「閉ぎして」きたとはノロ、わ  

ないが，知識を甲純化し，順序二王′て，効率的こ二教えるこ  

とに重点を置いてきたのは稚かてある その代償とLて  

年．き年＿きとした生♂）ダイナミズムに触れる絶顆を奪って  

Lまったのである 確かに規′封明粧抽珊拍＼曖昧性  

不確実性を特徴とする「塙」である∵ しかLその場の複  

雑性から祉ニこも組織も ▲人ひとりの人間も生命を得てい  

る：＝千代をひ」：〕くということは学校を生のダイナミ、ソク  

スの掠理で再構築することなのである   

ひらかれた千枝では「知」のあり様が従来とは一変す  

る二  たとえば一旦語のことばのく、r習一つとっても．よい話  

し方よい聞き方土いった決められた内容を獲得するとい  

うよりは，聞く土はどういう経験か，話すとはどういう  

経験かを具体的状況で身体を媒介にテぶ 聞き手の，息  

づかい，身体の状況，生活の洞察，話し手の意志の存在  

あるいはその性質，発語と呼吸…様々なことが「話す」  

という経験♂）上体を構成Lているこ その多くは言語化し  

て収り出せるものばかりではなく，個々の状況∴即した  

身体1′亡きれた「加」を含′いご・いる二   

新しい「札は，ニJjこ況に付く存した，身休化された「加」  

てあるから，二の「知」をとらえるためには，孜帥もイー  

ヒものからだを感じ、からだを重ね，からだをうつしと  

るという蕾みを継続し，時ここは仲聞とともにふりかえり，  

交流しなけれ鳥篭らない これは新しい評価そのもので  

ある そJ）積み重ねが新Lい「知＼を測る「物差し」を  

生成するのである   

こ（つようなダイナミックな評佃J）考えんにたつ上，Jナ・  

どもととも：二変化Jながら評価の視点を生成すること，  

その視点キロlナの言葉で語ること，視点を交流すること，  

かつ甘分の視占そ琳対化すること，祝鼠を共有すること  

といった条件を備えた教員相場が重雷になる∵ その研修  

を経み立てる力▲策は様々であっていい∵例えば授業の参  

加観察ヒ物語ることを取り人れた教員研修，自分のこと  

ばで接業を語るカード構造化法はその 一つである。   

21世紀を牛．きる子ビもたちの「知」をみつけだし，そ  

の成長を確かめる確かな評価の臼を育てることこそ今l1  

の投業研ノ先の試金古なのである二  

〔を考〕藤岡完治 F問わることへの意志一教育の根源』  

国土社 2（〕（〕0  
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学校経営   
と言われています。ニのコミュニケーションは，書  

体的には次のような技法です 邑量的，邑鵠飽甘薯胃層■の■濃l己向けた  

学校の協働♯勢づくりに弔する研究  
こ）相手のプライドを傷  
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える   
r二っ相手の立場を尊重しつつ，チビもを前に置い  

た真剣な議論を行う  
′ニ相手の意見を尊重しつつ，よりよいものにL  
ていくために意見を述べる など  

この特徴は，相手を意識するとともに教育改善へ  

の志向を強く意識したコミュニケーションにあると  

思います二  

3 小学校における協働態勢づくりの実際   
教職員の問でどのようなコミュニケーションがど  

のような行動姿勢の形成に関与したとき，協働態勢  

づくりが推進されるかを，ある′ト学校において追跡  

しましたこ その結果，次のことが協働態勢づくりの  

背景にみられることが分かl）ました、、  

〔どのようなコミュニケーションが〕  

教育センター主任指導主事（事）主任 吉竹 邦昭  

主任指導主事 永岡 敏彦   

今回の教育改革の理念の中心は，自主的，自律的  

な教育活動を創造して特色ある学校づくりを推進す  

ることにあります。この趣旨を具現化するためには，  

各学校において協働態勢づくi）をより一層進めるこ  

とが重要であると思います。〕  

1協働態勢づくりと「同僚性」   

各学校では，学校教育を推進する過程において教  

職員が協働して，カリキュラムの開発をしたり教育  

活動を評価したり，また生徒指導や進路指導に当  

たったl二）するなど，様々な協働場面が存在します。  

この協働行動に関与するものが「同僚性」とよばれ  

る規範意識で，これは教職員相互の成長と芋校改善  

を志向する頻繁かつ厳しい相互作用廿同僚的相互作  

用」）によって強まっていくと言われています＝   

諸外国の学校組織に関する研究によれば，同僚的  

相互作糊は，学校の教育実践の方向性を明確にする  

とともに，実践への凝集性を生み教職員相互の連帯  

感を高めるうえで効架があると報告されています。  

また，活発な同僚的相互作用が行われている学校で  

は，次のような集同の行動規範や冨岡気がみられる  

とも報告されています。  

0積種的，実験的な試みの規範が生まれている   

○校長と教職員，教職員同士の坤で話し合う時  
間がもたれて，共通に抱いている問題や課題，  
その解決のための方略について多様な意見や  
提案が出されている   
○学校の新しい文化を構築し，教職員としての  

臼分自身を閃い直そうとする志向性が生まれ  
ている など  

この特徴は，教職員の相互依存による．共同的か  

つ建設的な教育改善をめぎす組織文化がみられるこ  

とにあると思います。  

2 協働態勢づくりとコミュニケーション  

先の同僚的相互作用には，コミュニケーションが  

働いています。コミュニケーションが円滑に．しか  

も有意味なものとなるためには．コミュニケーーショ  

ンを行う当事者に，明確な意思とともにコミュニ  

ケーション技術が必要となってきます。「アサー  

ティブなコミュニケーーション」はその一形態で‾すが，  

この形態は相手の自尊感情に留意した，攻撃性と非  

主張性を折衷したコミュニケーションの方法である   
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ニケーション  

b自分のやっていることが周りの人から認めて   
もらっているということを感受できるような   
コミュニケーション  

c自分のやっていることがこの学校のために   
なっているということを感受できるようなコ  

－
、
、
 
、
 
 

ミュニケーション など  

〔どのような行動姿勢の形成に〕  

1－  
－  －  ！、自主的，自律的に行動していこ  

二≠二他者と協調・協力」て行動Lていこうとする   
姿勢  

宣他者に対して  
がら行勤してし   

なお，両者の関係を追跡すると，行動姿勢「壬」  

にはコミュニケドション「a」や「b」が，行動姿  

勢「：≡／」及び「：亘：」にはコミュニケーション「b」  

や「c」が深く関与していることが分かりました。  

自主的，日管的な教育活動の創造が各学校に求め  

られ，また期待されている現在，コミュニケーショ  

ンの深化を図り教職員一人ひとりの教育実践への願  

いや思い，創造力，実践力等を結集することが一層  

必要となってくると考えられます。また，協働態勢  

の実現は，一体感ヤ連帯感，充実感等を感受するこ  

とにつながると思います。   

※ 詳珊は，教育センター研究紀要第21号をご覧ください、   



教育課題   

るとともに．インターネットなどの情剤手段を川い  
た情報の収集や情幸酎三覧器を用いた表現活動を実践さ  

せることを目的としています二   

山l・中学餃におけるインターネット  

の活用lこ隋する研究（Ⅱ）  

生徒は，収集した資  

料を活用して保護者へ  

の「」程説明をプレゼン  

テーションソフトを併  

用しながら行うことが  

できました（∴右図）。  

■ つ「llT  

教育センター主任指導主事（事）主任 松浦 倭雄  

指導主事 住吉  磨   
まム逢C戸1牽学務巧  

スローガン  
学ぼう 日本の歴史・  インターネットの教育利f削二間する本研究では，  

第1年次の研究成果を基盤としながら．主として学  

習指導への満開を同るための実践的研究を行いまL  

たっ ここでは，その研究l勺容の一部を紹介します。  

1 小学校における授業実践から  

＜インターネットの活用能力の育成＞   

不実践では，児童に育成すべき能力を次のように  

設定して学習指導を行いました。  

、エブラウザの基本的な拭作を佃いて検索エンジン   

を利用した情幸剛文集ができるようになる。  

憲竃ナメールソフトウェアの基本的な活用ができ   

るようになる。  

つくろう 最高の思い出   

この実践で生徒は 芸蒜 ・  

「保護者の前で緊張した」「パソコンでプレゼンテ  

ーション資料を作ることはおもしろい」「勉強じゃ  

なくて実際の仕事のようである」などの感想をもち，  

生徒なりに充実した学習活動となりました 

＜グループウエアを用いた学習指導＞   

インターネットを清岡した学習では，教育情報を  

山らうさ1’言し，他者が発信した教育情報と相互交流す   

－・・  ∴・＿   こ“■；＝●▲い ●・  q  

す二   

木実践では，グルー  

プウエア（グループ学  

習支援ソフト を円い  

て，生徒が自らの進路  
について個別に学習し  

宣ネットワーク上の   

モラルやマナーを身   

に付ける。   

授業実践に当たって  

は，特設した4時間扱  

いの指導計画を作成し  た成果をWebページの形式でまとめ，そのWeb  

ヘージを柑りこに閲覧する形で掠業実践を行いましたこ）   

上回は，生徒の作成」たWebページの一例です。  

3 教育用コンテンツの開発   

本研究では，研究協力校における授業実践ととも  

に，授業の教材とLての教育桶コンテンツの開発に  

かかわる研究を行いました。   

インターネットによる教育用コンテンツの共体的  

な内容については，これからの方向作として動画の  

配信，文書寮料の提供などが重安になると考えられ  

ます二   

て，学習指導を行いまも  

した。   

児童は検索エンジンを川いて昆山のことを調べた  

り，学習した成果を教室内ネットワークを利印した  

りして情報交換することができました。  

＜「総合的な学習の時間」における活用＞  

「総合的な学習の時間」では，先に述べた検索エン  

ジンによる調べ学習以外にも，地理的に隔たった  

人々との情報交換を，電了▲メールを利用して行うこ  

とができました。児童がやり取りした電子メールの  

・部を次にホします。  文書資料の形式につ  

いては，Webページの  

形式であるHTML形式  

や事実上の世界標準に  

なっているPDF形式  

（右凶）での提供が適当  

と考えられます。   

（二児童から水ち菜館の職員へ  

結合子習て淘の斗．き杓について弥くていまう■〔いろいろなじころ二二  

間いたのてすか，わか∴ないことかあるゲノて，敢えてください  

〔二「r 水族館の職員から児を＼  

二んにちは 馬］］水族館のおさカ・な：三かせてすこ もう，とこかで，聞  

いてみたわけですね  

ということは、乙イか7ノし、質問てナか、7  ∧∧▼  

このようなやり取りを行いながら，児童は自らの  

課題を解決するための学習を進めていくことができ  

ました。  

2 中学校における授業実践から  

＜修学旅行の取り組みにおける活用＞   

この実践は，生徒の修学旅行に対する意欲を高め  

特に，PDF形式についてはどのようなアプリケー  

ションで作成した文書であっても，印刷処理を利用  

して簡単に作成することができるため，活用範囲が  

広いと考えられます。   

さらに．学校と教育センター間，あるいは学校間  

の情事艮交換においても，電イーメールを活用してH滑  

な情幸糾又集が可能であることも確かめられました。  

※ 詳細は，教育センター研究紀要第21弓一をご覧ください。   



さらに充実し腋教胃実時書としての自分の導を求めて！  
「聞く」イ考える」・「かかわる」などを通して  

さまざまな分野のリーダー的な立場  

の人の話を聞くことを通して  
社会教育施設等での業務体験を通して  

◇ 子ども理解を，より深めるために   
㌦講座例㌦   

C」’・どもの理解講座  

「子どものlノ、J面を探る（仮題J」  

【講師】精神科医・神戸芸術⊥科大≠  

助教接  杏山 リカ   

C 障害のあるナビもの理昭講座  

「テ習障害（LDl，注意欠陥／多勤惰障  

害（ADHD）等， うH引二国難を／］；すナビ  

もの理解と文才妾」  

【講師】広島人字数授 落合 俊郎  

◇ 自分を見つめ，教職生活をさらに充実する   

ために   

《講座例》  

○ メンタルヘルス講座  

「ストレス対策と生き生きライフ」  

【講師】広島大学講師 黒崎 充勇  

◇ 広い視野で教育を考えるために   

《講座例〉   

C 教養講坪  

「ノ7’校教育に求めるもの り反起り  

【講師】東京⊥業L学名誉教授十＝在  

研究所所長  森  政弘  

さまざまなケースを体験することを通して  

1／これまでの実践を振り返り，教育実践者と   

してのこれからの姿をイメージするために  

講種例   

＝ 教職提騎者川†lを講中［  

実践史づくりを適†ノて，自分のあゆみ  
を見つめましょう  

◇ 児童生徒へのかかわり方の改善のために   

＝ 生徒指導演習講座  

サイコドラマ（′心理劇こ二萎ノJLl‾ナるこ  

とを通Lて，児童′卜＿徒へのかかわり万  
をテびま」よう   

ニ テ校カウンセリング講座某荘ニース専門コース  

これまでの実践を交流し合い，考え  

や意見を出し合うことを通して  

カウンセリングや面接技法の体験を通  
Lて，児童生徒へのかかわり力▲を学び  
ましょう  

教材作成や実験・観察の実際を体験  

することを通して  

〈、講何列〉  

C 各敦朴の実才支，‘凰叛，観察講座  

※ 詳しくは，講座案内．一覧表をご覧ください。   

くこれからの講座案内の送付予定＞  

雷後期分…8月  

－1－   



「説明責任」ってどういうこ  泡盛飽塞盈蛍   

「説明責任（accountability）」は，もともと総JH’学や会計学上の概念であり，ある組織や機関が，自らの事業  

において，そこに投入されたコストに見合うだけの成果をどれほどあげられたかについて負う責任，ならびに，  

その結果について説明する古住のことを意味します。   

また，医学界では，医者と患者の信頼関係を築く上から「インフォームド・コンセント（inbrmedconsent）」  
という考え方があります。l矢者が患者を治療する前に，現在の病状や治療方針などについて説明し，tに治療  

方針について患者の同意を得ることであり，口本医師会では「説明と同意」と訳しています。   

学校の説明貢仔については，中央数台審議会が「今後の地方教育行政の在り方について（答申）」り998．9）  
の巾で，「学校が地域性民の信頼にこたえ，家庭や地域が連携協力して教育活動を展開するためには，学校を  

開かれたものにするとともに，学校の経営責任を明らかにするための取組が必安である。このような観点か  

ら，学校の教育目標とそれに基づく具体的教育計叫，またその実施状況についての自己評価を，それぞれ，保  

護者や地域性上引二説明することが必要である。」と提言しています。これからは，教育［」標・計画だけでなく，  
学校が実行・努力してきたことを，保護者や地域の方々に説明することが必要とされています。  

－ ヽ、   



山l・中学股の「総合的な学習  
《昨年度の市立小・中学校の「総合的な学習の時間」の年間総時数について聞きました≫  

【小学校】135校  

匡亘∃  

19時間以下  
71時間以上  4％  20～34晴間  20～34時間   

21％  
20～34晴間 守■日」 

7％ 17％  

35～70時間   
72％   

匝≡∃  

19時間以下  
20～34時間  

71晴間以 
的 

13％  

35～70時間  
75％   

各学年とも約2／3の学校が，35時間以上の実施を計画して  

います。教科担任制の中学校に比べて時間割の調整などが容  

易であるため，移行期問の初年度からすべての小学校が教育  

課程に「総合的な学習の時間」を位置付けることができたと  

思われます。  

教育黄勝のアイディア  
学習指導案づくりを見直してみましょう 社会科（小）  

一児童の「学び」・教師の「指導・支援」   

などの文脈が明確に表現されたもの一 担当：吉竹   

せんか  数学科（中）  

「炊き出し」を取り入れた数学ノートづくり一  

担当：尾形   

私たちは，学習指導案づくりに当たって，内容や教  

材の分析をはじめ，児童の関心や実態の把捉など様々  

な作業を行っています。社会科の場合，自らも社会生  

活を営んでいる児童は，社会をどのように見ているの  

か？社会とどのような接一存をもっているのか？児童は  

教材をどのように見ていくことができるのか？などに  

ついて検討する作業などはその・例です。これらの作  

業からは，児童の内面に生成される様々な問いを予想  

することができます。これが，児童にとって解決した  

い問いとして「学習課題」となるのではないかと思い  

ます。そして，児童の問題解決のための学びが展開さ  

れるわけです。   

そこで，指導展開を構想するに当たっては，児童の  

学びの文脈と教師の指導・支援の文脈を考え，それを  

学習指導案に明確に示すことが大切になってきます。  

昨今の学習指導案には，その文脈を図化したものが多  

くみられますし，指導・支援例も教師の意図や児童の  

学びの状況に沿って具体的に記述されたものが多くみ  

られます。  

生徒が数学科の学習で毎時間活用しているノートの  

つくi）方に関する指導の工夫については，これまで  

様々な実践が報告されています。その■いで，生徒が  

ノートに「吹き出し」をつくり，学習■いに気付いたこ  

とや感じたことを短い言葉で自由に書くことを通して，  

生徒が発表という方法だけでなく学習に積極的にかか  

わり積極的に取り組んだという実感がもてたり，自分  

の考えを深めたりすることができるようになったとい  

う実践があります。  

「吹き出し」の記述内容には，「うれしい」「楽しい」  

「おもしろくない」などの心情的なものと，「本当にそ  

うなるのかな？」「これでいいのかな？」「他にやり方  

は？」「もっといいやり方はないのかな？」などの思考  

の際につぶやく言葉（内言）の2種類があげられます。  

これらの「吹き出し」♂）記述は，生徒にその時間にお  

ける自分自身の学習への意欲や思考過程の認識を促す  

と同時に，教師にその時間における生徒の思いや生徒  

の理解状況の把握の資料となり，次時に向けての授業  

づくりの視点を提供してくれます。  

【6－   



の時間」の実施計画佗ついて  

【中学校】60校  

医亘∃  

第1学年で「総合的な学習の時間」の実施を計画している  

学校が多いようです。第1学年が第3学年になったとき新教  

育課程の完全実施の年を迎えるため，平成12年度では第1学  

年を対象に実施し，平成13年度には第1・2学年で，さらに  

平成14年度は全学年での実施を目指していると思われます。  

●  昨年度の広島市立小・中学校の「総  

的な学習の時間」の実践事例を収集  

しています。4階の教育用ソフトウェ  

アライブラリでプリントアウトができ  

ますので職員に申し出てください。  

一幸捜してみませ九か－  
読み比べを取り入れてみましょう  国語科（高）  

一作者のものの見方や考え方を比較して自分の   

考えを広げ深めさせるために一  担当：森下  

古典の授業と言えば，とかく文法に沿って口語訳を  

し，解釈をして終わりとなりがちです。でも，できる  

ことなら， 古典を文学として読み味わせたい，教師な  

ら誰もがもっている願いではないでしょうか。   

そこで，古典で読み比べを取り入れてみてはいかが  

でしょう。現代文学はもとより，古典文学では，様々  

な作品で普遍的なテーマが取り上げられています。生  

徒の興味のあるテーマを取り出して作者の見方，考え  

方を比較し，自分の考え方を広げさせたり，深めさせ  

たりしてみましょう。   

例えば，「椎茸了▲」と「徒然草」♂）恋愛論を読み比べ，  

自分の恋愛観を見つめる授業というのはいかがでしょ  

。  

【枕草子と徒然草との読み比べ授業の展開例】  

j’ノ 作品名，作者名を伏せて現代語訳で読み比べ，ど   

んな恋愛観をもった作者か話し合う  

② 枕草子「なほいとあi）がたく」と徒然草「妻とい   

うものこそ」を読み比べる  

（3 二人の恋愛論についてディベートをする  

「朝の会」を見直してみましょう  障害児教育  

－「日常生活の指導」の充実のために－  

担当：山領j   

一日の始まりという意識を高めるために，「朝の会」  

の時間を設定されている学級が多いと思いますっ天気  

調べ，予定の確認，歌など，学級によって様々な活動  

が計画されています。子どもたちは，毎日同じ活動を  
繰り返すことによって，課題を解決する力を確実につ  

けていくことができます。   

しかし，教師が同じ子どもに対していつも同じ場面  

で同じ支援を繰り返していると，子どもの活動の仕方  

が固定化し，次の段階の活動へ発展しにくくなること  

につなが己）かねません。   

同じ活動を繰り返す中で身に付けた力をもとにして，  

子どもが自ら「次はどうするか」に気付いたり，考え  

たりするなど，活動を高めていく場面を設定する必要  

があります。そのためには，一つ・つの活動場面で，  

子どもに提示する手がかりや言葉かけを減らしたり，  

働きかけるタイミングを遅らせたりする等、支援の形  

を変えていくことが人切です。「朝の会」の見直しか  

ら，「食事」「朝や帰りの支度」等の諸活動への見直し  

にも広げ，「日常生活の指導」の充実を図ってはどう  

でしょう。   
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情幸之放ff   ノ上俊一 教育情報管理  

研修・実召の補助，そ  
図書吏杵1耳管理関係事務  

（＋成13年5＝＼平成14年3ノJ）   

総合的な学習の時㈹や幼稚園教育での研究を守：  

校・倖l単位で支接していますこノ   

原南小学校・矢野西′ト学校・ナl二［］市中央小学校   

′ト田中学校・矢野中学校   

ノ（町幼椎園  

［垂麺］  
＊碓退任 、宥三職l戸はお世話になりました＼   
木村 正信 主任指導卜手工卦⊥任（卜混品小学校へ）   

枇敷 憲政 主任指導主事卜事）⊥住居］巾儲予冊小学寺烹へノ   

首藤 龍麿 指導主事 し－「－▲市小学校へ）   

佐伯 敬子 主事「安佐南区役所へ）   
辻  剛二 研修指導員り邑職〕  
＊就 任 、どうぞよろしく、   

華道 和雄 指導上事（黄金山小学校から）   
水ノ上位一 指導主事（人町小学校から）  
lJ」領  勲 指導主事（井口小学校から）   

加賀谷祐校 ⊥事（道路交通J。Jから）   
萩  元紀 研修指導員（ノ「坂小学校から〕   

梶山 広 二 指導員（紙間中学校からJ  

題 字 広島市立矢野筒小学校長 松永 一志  

表紙絵 広島市立R浦中学校教頭 福掠 止明  

陶（平成13年4月＼9侶   
今年度前期は次の7字－の先生方が，それぞれの専  

「1分野で研修を進めておられます 

算 数 件 数  

理  件 数  

音 楽 科 教  ＿上ヾ R  

今村 孝子し江波小学校）  

伊藤 直子（日出束小学校）  

横出 仕栄けm新刊‘小学校）  

久保田 健（五L1市小学校）  

久都内文治（三人中学校）  

吉村 珠紀（五日市中学校）  

佐々木炬樹（安佐北高等学校）  

総合的な学習の時間  

国 語 科 教 育  

障 託 児 教 育  
外国言吾（英語）朴教育  

」・「 後   

新教育課程の教育実践の在り方について，熱心な  

研修が続いておりますL 

／「年度も数台センターーは，研修講座や随時研佗等  

を通して各学校・同の教育実践を支援していきます。  
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